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私
は
こ
う
し
た
声
を
紹
介
し
、

補
聴
器
は
片
耳
で
１０
万
～
３０
万
円

も
す
る
こ
と
。
補
助
は
、
都
内
で

２
０
１
９
年
は
９
自
治
体
で
し
た

が
、
２
０
２
３
年
に
は
、
２４
に
一

気
に
広
が
り
、
多
摩
地
域
で
も
５

市
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

市
長
に
補
聴
器
購
入
費
の
補
助
を

求
め
ま
し
た
。

市
長
「
国
の
動
向
注
視
」

　

市
長
は
「
福
祉
施
策
の
総
体
を

踏
ま
え
国
や
都
の
動
向
や
多
摩
地

域
の
実
施
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

調
査
・
研
究
し
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

補
聴
器
で
安
心
広
が
る

　

７０
歳
以
上
の
２
人
に
１
人
は
難

聴
が
あ
り
、
難
聴
に
な
る
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
り
、

社
会
的
に
も
孤
立
を
招
き
、
う
つ

や
認
知
症
の
最
大
の
リ
ス
ク
因
子

と
な
り
ま
す
。

　

日
本
補
聴
器
工
業
会
の
実
態
調

査
で
は
、
８６
％
が
補
聴
器
の
使
用

に
よ
り
「
安
心
感
」「
会
話
の
し
や

す
さ
」「
自
動
車
の
近
づ
く
音
、
横

断
歩
道
を
渡
る
時
の
信
号
音
が
よ

く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

狛
江
市
で
も
１
日
も
早
く
補
助

が
実
現
で
き
る
よ
う
に
引
続
き
求

め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
が

連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人

情
報
の
漏
洩
が
深
刻
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
岸
田
政
権
は
立
ち

止
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
来
年
秋
に
健

康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
一
本
化
す
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

の
調
査
で
は
、
医
院
の
窓
口
で
一

旦
１０
割
を
負
担
し
た
人
や
医
療
を

受
け
ず
に
帰
宅
し
た
人
も
。
こ
の

ま
ま
保
険
証
の
廃
止
を
強
行
す
れ

ば
、
ト
ラ
ブ
ル
は
１
０
８
万
件
に

も
な
る
と
い
う
推
計
も
発
表
さ
れ

て
お
り
、
命
に
か
か
わ
る
重
大
問

題
で
す
。

　

暗
証
番
号
を
３
回
間
違
え
る
と

ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

５
年
ご
と
に
申
請
・
更
新
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
介
護
施
設
な

ど
か
ら
は
、
入
居
者
の
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
と
暗
証
番
号
を
保
管
す
る
の

は
困
難
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
も
た
な
い
人

は
、
毎
年
「
資
格
確
認
証
書
」
を

申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
を
忘
れ
る
と
「
無
保
険
」
に

な
る
人
が
生
ま
れ
、
国
民
皆
保
険

制
度
が
崩
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

不
安
解
消
に
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

の
運
用
を
い
っ
た
ん
停
止
し
、
確

実
な
総
点
検
が
必
要
で
す
。
健
康

保
険
証
の
廃
止
は
中
止
す
る
べ
き

で
す
。

　

岸
田
政
権
は
、
大
混
乱
が
起
き

て
い
る
最
中
に
、
さ
ら
に
、
運
転

免
許
証
、
母
子
健
康
手
帳
、
介
護

保
険
証
な
ど
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

一
体
化
を
す
す
め
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

狛
江
市
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
紛

失
は
、
２
０
２
１
年
９９
件
だ
っ
た

も
の
が
、
２２
年
は
１
８
７
件
に
も

な
り
ま
し
た
。
個
人
情
報
が
流
出

す
る
危
険
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で

す
。

自衛隊に本人同意なく自衛隊に本人同意なく
個人情報提供個人情報提供 しかもＣＤ－ＲＯＭでしかもＣＤ－ＲＯＭで

「狛江も実施を」と求める
東京２４区市が補聴器補助
難聴は認知症やうつのリスク因子に

　「自衛隊の個人情報提供問題」で共産党・岡村議
員が質問しました。狛江市では自衛隊に２０２０年度
から、住所・氏名・生年月日など住民基本台帳か
ら抽出し、ＣＤ－ＲＯＭで提供していたことが明
らかになりました。２１年度は高校３年世代６２７人、
大学３年世代８０９人分。提供している自治体は多
摩２６市中５市で、ＣＤ－ＲＯＭは２市のみです。
個人情報審議会でも「義務規定ではないのではな
いか」との意見が出されていました。
　なぜＣＤ－ＲＯＭでの提供となったのか、その
根拠について総務部長は「自衛隊法施行令第１２０条
の規定に基づき提供している」と答弁。

「せめて除外規定つくるべき」と求める
　岡村議員は「提供してもいいと言っているが義
務ではない」「住民基本台帳法では、個人情報を提
供できると解することはできない」「プライバシー
権、個人情報のコントロール権とのかかわりで、以
前のように閲覧のみに止めるべき。せめて除外規
定を早急につくるべき」と求めました。
　市長は「現状通り実施する予定。他の自治体に
調査をかけながら参考にしていきたい」と答えま
した。

第２回市議会で質問しました

市民の方から切実な声が寄せられました。市民の方から切実な声が寄せられました。
聞こえにくく困っている聞こえにくく困っている

●�最近耳が聞こえにくくなり困っている。
テレビを見ていると、家族に「音が
大きすぎる、近所に迷惑よ」と小さ
くされてしまう。

●�体操のサークルでも
　�お友達の話しが聞こえず、
つい仲間の輪から離れて
しまう。

保
険
証
廃
止
は
困
り
ま
す

保
険
証
廃
止
は
困
り
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
ど
う
な
る
の
？

マ
イ
ナ
保
険
証
ど
う
な
る
の
？



宮坂良子事務所
毎月第２土曜日10時～12時生活相談 毎月第１火曜日13時～15時

（予約してください）法律相談
事務所：和泉本町4－1－10－105 ☎ 3480－1895　自宅☎ 5497－2828
携帯☎ 080－1268－9295　メール yoshiko.1228@docomo.ne.jp

お気軽にご相談くださいコロナでお困りごと、
くらし・子育てのことなど

相談相談ももででんんなな生活生活

連絡先

　病気や障害のある兄弟姉妹がいる人のことをひら
がなで「きょうだい・きょうだい児」と表現します。
きょうだいは、子どもの頃から特有の悩みを抱えや
すいと言われています。周囲の期待や社会からの偏
見に、自分の気持ちを押し殺す日々。そうした幼少
期の経験から、大人になっても生きづらさを抱える
人が少なくありません。

きょうだい児って？

第
２
回
市
議
会
で
質
問
し
ま
し
た

切
実
な
相
談

　

私
の
も
と
に
、
幼
児
２
人
の
兄

妹
が
い
る
保
護
者
の
方
か
ら
「
障

が
い
の
あ
る
上
の
子
に
手
が
か
か

り
働
け
ず
、
下
の
３
歳
の
子
と
一

緒
に
遊
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
。
子

ど
も
が
集
団
の
な
か
で
、
の
び
の

び
と
遊
ん
で
ほ
し
い
と
、
保
育
園

に
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど
、
２
年
続

け
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
児
童
館

に
連
れ
て
行
っ
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん

な
ど
乳
幼
児
が
多
く
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
家
庭
で

は
母
に
気
遣
い
、
甘
え
た
り
わ
が

ま
ま
を
言
う
こ
と
も
あ
ま
り
な
く

大
人
び
て
い
る
。
そ
の
反
面
過
度

な
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
の
で
心
配
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

相
談
・
居
場
所
を

　

私
は
、
国
分
寺
の
つ
く
し
ん
ぼ

発
達
セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
る

「
兄
妹
姉
妹
の
会
」の
と
り
く
み
を

紹
介
し
な
が
ら
「
相
談
窓
口
」
や

「
居
場
所
」
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
園

入
所
支
援
も
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
「
障
が
い
児

の
い
る
殆
ど
の
世
帯
で
抱
え
て
い

る
課
題
で
、
き
ょ
う
だ
い
児
当
人

の
辛
さ
に
加
え
、
親
も
障
が
い
児

と
き
ょ
う
だ
い
児
の
２
人
分
の
将

来
を
案
じ
つ
つ
先
の
見
え
な
い
不

安
の
中
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
市
と
し
て
も
ど
う
い
う
支

援
が
で
き
る
の
か
、
先
進
自
治
体

の
取
組
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
て

い
き
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

実
施
予
定
の
１０
月
が
迫
る
な
か
、

７
月
２６
日
、
社
会
常
任
委
員
会
で

継
続
審
議
と
な
っ
た
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
延
期
を
政
府
に
求

め
る
陳
情
書
」
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
や
物
価
高

騰
の
な
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
は
、
免
税
事
業
者
が
課
税
事

業
者
に
な
れ
ば
増
税
と
事
務
負
担

増
と
な
る
こ
と
。
免
税
事
業
者
の

ま
ま
な
ら
値
引
き
の
強
要
や
取
引

か
ら
の
排
除
を
迫
ら
れ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

文
化
事
業
者
な
ど
廃
業
の
危
機
に

追
い
込
み
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済

の
衰
退
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
延
期
を
求
め

る
陳
情
に
賛
成
意
見
を
述
べ
賛
成

し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
市
議
会
最
終
日
、
市

民
の
方
が
提
出
し
た
「
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
改
正
の
政
府

与
党
案
へ
の
反
対
表
明
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情
」
審
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
共
産
・
岡
村
議

員
、
無
会
派
・
ひ
ら
い
議
員
、
立

憲
・
高
木
議
員
が
賛
成
討
論
を
行

な
い
、
７
名
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
・
公
明
・
維
新
・
生
活
ネ
が

反
対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
与
党
の
入
管
法
は
、
国
際

法
上
の
難
民
を
難
民
と
認
め
ず
、

外
国
人
を
恣
意
的
に
拘
禁
し
、
国

連
な
ど
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
人
の
命
を
危
険
に

さ
ら
す
重
大
な
内
容
で
す
。
難
民

申
請
の
３
回
目
以
降
は
送
還
可
能

と
し
て
お
り
、
母
国
に
送
還
さ
れ

れ
ば
、
死
刑
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
退
去
強
制
対
象
者
の
収
容

期
間
に
上
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
原

則
収
容
主
義
で
外
国
人
を
非
人
間

的
に
扱
う
難
民
入
管
行
政
を
大
元

か
ら
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

陳
情

共
産
な
ど
３
人
賛
成

自
・
公
反
対
で
３
対
３
の
同
数
、
委
員
長
反
対
で
不
採
択
に

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
延
期
を
求
め
る
」

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
延
期
を
求
め
る
」

社
会
常
任
委
員
会

陳
情

「
入
管
法
に
反
対
の
意
見
書
の
提
出
を
」

「
入
管
法
に
反
対
の
意
見
書
の
提
出
を
」

共
産
な
ど
７
名
が
賛
成

自
・
公
・
維
新
・
生
ネ
が
反
対
で
否
決

市：「
ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
か
調
査
研
究
す
る
」

市：「
ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
か
調
査
研
究
す
る
」

き
ょ
う
だ
い
児
へ
の
支
援
を
求
め
る

き
ょ
う
だ
い
児
へ
の
支
援
を
求
め
る

私
も
国
分
寺
市
を
は
じ
め

先
進
市
を
視
察
し
、

さ
ら
に
市
へ
提
案
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


